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No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 4 0 2 0 3 4 0 4 (C) 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 1 2 0 5 * 3 1 0 0 3 0 0

6 * 17 4 1 3 2 5 2 6 - - - - - - -

7 2 0 1 0 0 1 0 7 * 13 1 4 2 4 7 4

8 0 0 0 0 1 0 1 8 * 21 0 9 3 3 10 0

9 * 27 3 8 2 1 8 5 9 * 29 3 9 2 1 1 1

10 3 0 1 1 2 4 3 10 3 1 0 0 0 0 1

11 * 29 0 13 3 3 10 1 11 2 0 1 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 0 0 12 3 0 1 1 2 11 6

13 2 0 1 0 0 1 0 13 * 4 0 2 0 2 7 1

14 * 4 0 2 0 2 11 0 14 4 0 2 0 1 0 0

0 0

88 7 29 9 15 46 12 82 6 28 8 16 36 13

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

福岡 大阪88 82

2014年10月19日(日) 会場： 長崎県立総合体育館10:00

少年男子２回戦
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副審

○ ●緒方　崇（東京）
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選　手　氏　名

濱田 健太

秋山 皓太

合計

戦　　評

記載者 上野　陽一 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

野見 悠人

井福 晋太郎

津山 尚大

牧 隼利
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河野 佑太

張 効広
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野口 夏来
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原 匠

綱井 勇介
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木下 誠

森田 雄次

高橋 渉

尾関 敦弥
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福岡 大阪

２回戦屈指の好カード、福岡県対大阪府。両チームともマンツーマンでスタート。福岡県は＃１１の３本の連続ゴール下シュー

トが決まる。対する大阪府は＃８、＃９を中心にアウトサイド、ドライブイン、速攻と多彩な攻めで加点し、１９－２５大阪府リー

ドで１Ｑ終了。２Ｑに入り、大阪府は＃１４のゴール下、＃１１のドライブインが決まり、残り７分で９点リード。それに対し、福岡

県はタイムアウトを取り、展開を速くし、＃１１のゴール下、＃６の３Ｐシュート、＃９の２Ｐ、３Ｐシュートで残り４分３５－３５の同

点に追いつく。その後、一進一退の攻防が続き、終了間際速攻を仕かけた福岡県が４６－４２の４点リードで前半終了。３Ｑ

大阪府＃７、＃９のアウトサイド、ドライブインで残り５分５０－５６と逆転。その後も大阪府が＃９を中心に攻め、リードを広げ

ようとするが、福岡県も＃６の連続３Ｐシュートで粘り、６２－６６の大阪府４点リードで３Ｑ終了。４Ｑに入り大阪府は＃７の３

Ｐ、＃８の速攻、＃９の３Ｐシュートで加点。それに対し、福岡県は＃９の連続アウトサイドシュートで粘り、残り３分から＃４、

＃９、＃１１のゴール下、ドライブイン、速攻と怒涛の攻めで残り２分で逆転。大阪府はタイムアウトを取り、ファールゲームに

出るが福岡県は冷静にキープし、８８－８２で勝利した。果敢にプレイし挑んだ大阪府の猛攻を自力に勝る福岡県が凌いだ、

手に汗握る好試合だった。


